
様式（１）-①

都市再生整備計画

令和５年１２月
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千葉県
ち ば け ん

　佐倉市
さ く ら し

事業名 確認
都市構造再編集中支援事業 □

都市再生整備計画事業（社会資本整備総合交付金） □

都市再生整備計画事業（防災・安全交付金） □

まちなかウォーカブル推進事業 □



目標及び計画期間 様式（１）-②

市町村名 地区名 面積 283.7 ha

令和 2 年度　～ 令和 5 年度 令和 2 年度　～ 令和 年度

目標

目標設定の根拠
都市全体の再編方針（都市機能の拡散防止のための公的不動産の活用の考え方を含む、当該都市全体の都市構造の再編を図るための方針）　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。

まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

都市構造再編集中支援事業の計画　※都市構造再編集中支援事業の場合に記載すること。それ以外の場合は本欄を削除すること。
都市機能配置の考え方

都市再生整備計画の目標を達成するうえで必要な誘導施設の考え方

都市の再生のために必要となるその他の交付対象事業等

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人 H29 R6

人 - R6

回 R2 R6

人 H30 R6

都市機能の配置については、佐倉市立地適正化計画に基づき都市機能誘導区域を定め、医療・福祉・教育文化・子育て支援といった都市機能を備えた公共公益施設を含む生活サービス施設を、都市の中心拠点や生活拠点である鉄道駅周辺に誘
導・集約する。また、人口減少の中にあっても人口密度を維持し生活サービスやコミュニティを維持するため居住誘導区域を定め居住を誘導・集約するとともに、農村集落と市街地を連絡する公共交通ネットワークの形成や、市街化調整区域における
公共施設の集積拠点の維持などによって、多極ネットワーク型コンパクトシティの形成による持続可能なまちを目指す。

都道府県名 千葉県 佐倉市
サクラシ

城下町周辺地区
ジョウカマチシュウヘンチク

計画期間 交付期間 5

（大目標）地域の多様な関係者の参画のもと、複合施設の整備による都市機能の集約・コンパクト化や、あらゆる世代に快適な環境を整備することなどによって、地域住民の生活の質を向上させ、賑わいの創出による地域経済の活性化を図り、【持続
可能な都市】を目指す。
（目標１）都市機能のコンパクト化や、バリアフリー化、交通結節点の改善、災害対応機能の向上を図ることにより、高齢者や子育て世代といった【誰にでも安心して快適に生活できる都市】を目指す。
（目標２）既存の歴史資源や観光資源の維持・有効活用を図り、【魅力ある美しい都市】を目指す。
（目標３）都市機能のコンパクト化、バリアフリー化、交通結節点の改善、既存の歴史資源や観光資源の有効活用によって、交流人口の増加を図り地域経済を活性化させ、スポンジ化の解消を図るなど、【賑わいのある都市】を目指す。

当市は、人口減少、少子高齢化、道路や上下水道などの社会資本の老朽化が進展しており、持続可能な都市経営を可能とする、多極ネットワーク型コンパクトシティを推進することが重要となっている。このため、佐倉市都市マスタープラン（平成23年
改訂）では、ネットワーク化された集約型の都市構造の実現に向けて、公共公益施設の集積による拠点性の向上や、交通ネットワークの充実による歩いて暮らせるまちづくりを推進することにより、「都市と農村が共生するまち 佐倉」を将来像として目
指している。また、佐倉市立地適正化計画（平成29年３月）では、若年者に魅力的で高齢者にも快適な生活環境を提供するまちを実現するため、居住誘導区域と都市機能誘導区域の設定、それによる居住と医療・福祉・商業といった生活サービス施設
の誘導・集約、農村集落と市街地を連絡する公共交通ネットワークの形成、市街化調整区域における公共施設の集積拠点の維持などによって、多極ネットワーク型コンパクトシティの形成による持続可能なまちを目指している。

・城下町周辺地区は歴史的観光資源を有し、多様な関係者の連携のもとに地域振興が図られてきた。しかしながら、施設の老朽化等により歴史的町並みが失われつつあり、また高齢者や子育て世代に対応したまちづくりが不十分であること等から、
人口減少や商売をやめる店が増えているなど、賑わいが減少している。
・城下町周辺地区は、既存の歴史的な観光資源を有する地区である。中心部の新町周辺エリアは歴史的な建築物が残り、平成28年には日本遺産に認定されている。また、国立歴史民俗博物館や佐倉城址公園とともに一帯の観光エリアを形成する観
光拠点でもある。
・新町エリアでは以前より商店街が中心となり様々な取組が実施されており、近年では、新町地区景観形成協議会が町内会や商店会等によって設置され、地域の多様な関係者の参画のもとにまちづくりが行われている。
・近年では、歴史的建造物の老朽化や世代交代により、歴史的景観が失われつつある。
・市人口の約７割が市の西部に集中し、城下町周辺地区を含む佐倉地区の人口は減少傾向にあり、高齢者比率も増加傾向にある。
・昔ながらの商家が集まる新町通りでは、高齢化により商売をやめる店が増えており、スポンジ化が懸念されるとともに、賑わいが減少している。
・歴史的景観を有する一方で、昔ながらの狭い道や坂が多く、高齢者や子育て世代には徒歩での移動が困難であるなど、バリアフリー化が不十分である。
・図書館や市史編さん室といった既存の公共施設が老朽化しているとともに、新たなライフスタイルを支える施設が不足しており、一時預かり施設や子育て相談窓口といった子育て支援施設の設置が望まれている。

【誰にでも安心して快適に生活できる都市】の形成に向けて、都市機能のコンパクト化やバリアフリー化、交通結節点の改善、災害対応機能の向上を図る必要がある。
【魅力ある美しい都市】の形成に向けて、既存の歴史的観光資源の維持・有効活用を図る必要がある。
【賑わいのある都市】の形成に向けて、交流人口の増加やスポンジ化の解消を図る必要がある。

佐倉市都市マスタープランでは、５つのまちづくりの方針を打ち出しているが、今回の都市再生整備計画は、その中でも特に、次の３つの方針「歩いて暮らせるまちづくりの推進」「地域の個性を活かしたまちづくりの推進」「佐倉の資産を活かしたまちづ
くりの推進」を推し進める手段となる。また、立地適正化計画に記載のある公共交通との連携、福祉施策との連携、公共施設等総合管理計画との連携といった各種施策との連携に沿ったものとなっている。

本都市再生整備計画の目標である【持続可能な都市】や、【誰にでも安心して快適に生活できる都市】、【魅力ある美しい都市】、【賑わいのある都市】の達成に向けて、佐倉市立地適正化計画に基づき、城下町周辺地区において、地域交流センター
や、観光交流センター、子育て世代活動支援センター、図書館といった様々な都市機能を集約した複合施設を設置することによって、コンパクトシティを強力に推進する。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

子育て世代活動支援センター利用
者数

子育て世代活動支援センター利用者数
複合施設として整備され、住民の希望でもあった施設のため、一
定の利用が見込まれる。

- 21,000

図書館利用者数 図書館の利用者数
複合施設として図書館を整備することにより、利用者の増加を見
込んだものとなっている。

42,500 47,000

武家屋敷来訪者数 武家屋敷来訪者数
回遊性を高める道路整備により来訪者数が増加することを見込ん
でいる。

19500 22,500

地域交流センター利用回数 地域交流センターを利用するイベントの開催数
複合施設として整備され、住民の希望でもあった施設のため、一
定の利用が見込まれる。

13回 25回



都市再生整備計画の整備方針等 様式（１）-③

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業

【誰にでも安心して快適に生活できる都市】の形成に向けて、複合施設（子育て世代活動支援センター、地域交流センター、観光交流センター、
図書館）の整備による都市機能のコンパクト化や、歩道の拡幅といったバリアフリー化、循環バス運行の社会実験による交通結節点の改善、
佐倉城址公園拡張区域の整備による災害対応機能の向上を図る。

・（仮）佐倉図書館等新町活性化複合施設整備事業（地域交流センター、観光交流センター、子育て
世代活動支援センター部分）
・（仮）佐倉図書館等新町活性化複合施設整備事業（図書館部分）
・旧佐倉図書館跡地駐車場整備事業
・市道Ⅰ－２４号線（京成佐倉駅前下り一通）歩道整備事業
・拠点内循環バス運行社会実験事業
・佐倉城址公園拡張整備事業（佐倉城址公園拡張区域）

【魅力ある美しい都市】の形成に向けて、歴史的建造物周辺の舗装美化や、多言語案内看板の設置などにより、既存の歴史的観光資源の維持・有効活用
を図る。

・武家屋敷前通り排水整備・舗装美化事業
・多言語案内看板整備事業
・佐倉城址公園拡張整備事業

【賑わいのある都市】の形成に向けて、上記（都市機能のコンパクト化、バリアフリー化、交通結節点の改善、既存の歴史資源や観光資源の有効活用）の実
施のほか、既存の組織を活用した多様な関係者の連携強化（新町地区景観形成協議会等の取組充実）や、空き店舗解消事業（市事業等）を実施することに
よって、交流人口の増加やスポンジ化の解消を図る。

上記事業

【まちづくりの住民参加】
・現在、地区内には、「景観形成協議会」による景観協議会や城下町商店会が中心となった「金毘羅縁日」、城下町地区の「秋祭り」、「時代まつり」といった事業を行い、にぎわいの創出に努力している。
・複合施設建設に関するワークショップは、周辺住民、地元商業者が参加し、平成30年より６回開催し、整備コンセプト等を協議してきた。



目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項（都市構造再編集中支援事業） 様式（１）-④-１

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路 佐倉市 直 480ｍ 2 5 2 5 75.8 75.8 75.8 68.6 －

公園 佐倉市 直 28.4ha 2 5 2 5 349.1 349.1 349.1 346.0 8.4

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設 看板設置 佐倉市 直 3箇所 2 4 2 4 1.0 1.0 1.0 1.0 －

駐車場整備 旧佐倉図書館跡 佐倉市 直 1064.94㎡ 4 5 4 5 82.9 82.9 82.9 20.7 －

高質空間形成施設 佐倉市 直 1,167ｍ 2 5 2 5 97.0 97.0 97.0 97.0 －

高次都市施設地域交流センター 佐倉市 直 690.52㎡ 2 4 2 4 435.4 435.4 435.4 435.4 －

観光交流センター 佐倉市 直 749.7㎡ 2 4 2 4 472.8 472.8 472.8 472.8 －

テレワーク拠点施設

子育て世代活動支援センター 佐倉市 直 201.78㎡ 2 4 2 4 127.2 127.2 127.2 127.2 －

複合交通センター

誘導施設 医療施設

社会福祉施設

教育文化施設

子育て支援施設

元地の管理の適正化

基幹的誘導施設

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

復興促進事業

エリア価値向上整備事業

合計 1,641.2 1,641.2 1,641.2 0.0 1,568.7 8.4 …A

提案事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

佐倉市 直 2091.23㎡ 2 4 2 4 1318.7 1318.7 1318.7 1318.7

バス事業者 間 約18.0km 4 5 4 5 12.9 12.9 12.9 12.9

合計 1,331.6 1,331.6 1,331.6 0.0 1,331.6 …B

居住誘導促進事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

居住誘導促進事業

合計 0 0 0 0 0 …C
合計(A+B+C) 2,900.3

（参考）都市構造再編集中支援関連事業

直轄 補助 地方単独 民間単独 開始年度 終了年度

合計 0

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度

合計 0

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

事業活用
調査

まちづくり活
動推進事業

拠点内循環バス運行社会実験 計画区域内外

（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

（仮）佐倉図書館等新町活性化複合施設整備 佐倉市新町

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模

住宅市街地総合整備事業

佐倉市新町

図書館・武家屋敷・堀田邸

武家屋敷前通り

佐倉市新町

佐倉市新町

交付期間内事業期間
細項目

市道I-24号線（京成佐倉駅前下り一通）

佐倉城址公園

0.338

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

交付対象事業費 2,900.3 交付限度額 980.4 国費率 「都市構造再編集中支援事業」を活用の場合、本様式を使用すること



都市構造再編集中支援事業の区域 様式（１）-⑥

　城下町周辺地区（千葉県佐倉市） 面積 283.7 ha 区域
佐倉市田町、海隣寺町、並木町、宮小路町、鏑木町、新町、裏新町、中尾余町、弥勒町、野狐台町、栄町、宮前３丁目、
鏑木町1・２丁目、鏑木仲田町、寺崎北１・３・５・６丁目、六崎、大崎台1丁目、表町１・２・３丁目

佐倉城址公園

白銀公園

佐倉城址公園

佐倉城址公園

佐倉第二児童公園

織戸公園

尾山公園

内郷児童公園

堀上公園

前原公園

若宮台公園

大廻公園

天使の森公園

大福寺公園

町田南公園

八石道公園

鏑木児童公園

仲田公園

磯部児童公園

弥勒東公園

小沼児童公園

浅間前公園

高崎川南公園

千成二号公園

千成六号公園

丸山公園

本町街区公園

町田児童公園

麦田児童公園

千成一号公園

山崎児童公園

東慶院前児童公園

山の下公園

堀ノ内児童公園

千成五号公園

宮前南公園

千成七号公園

みどり児童公園

根古谷公園

千成三号公園

1
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城下町周辺地区
（283.7 ha）
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JR佐倉駅
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計画の区域

居住誘導区域

都市機能誘導
区域



佐倉図書館利用者数 （人） 42,500 （H29年度） → 47,000 （R6年度）

子育て世代活動支援センター利用者数 （人） - （　-　年度） → 21,000 （R6年度）

武家屋敷来訪者数 （人） 19,500 （H30年度） → 22,500 （R6年度）

　城下町周辺地区（千葉県佐倉市）　整備方針概要図（都市構造再編集中支援事業）

目標

地域の多様な関係者の参画のもと、複合施設の整備による都市機能の
集約・コンパクト化や、あらゆる世代に快適な環境を整備することなどに
よって、地域住民の生活の質を向上させ、賑わいの創出による地域経済
の活性化を図り、持続可能な都市を目指す。

代表的
な指標

様式（１）-⑦-１

基幹事業

提案事業

凡 例

都市再生整備
計画の区域

居住誘導区域

都市機能誘導
区域

バス

■基幹事業（道路）
市道Ｉ-24号線整備事業

■基幹事業（地域生活基盤施設）
多言語案内看板整備事業

□提案事業（まちづくり活動推
進事業）拠点内循環バス運行
社会実験事業

■基幹事業（高質空間
形成施設）宮小路町1-
27号線外4路線

■基幹事業（地域生活基盤施設）
旧佐倉図書館跡地駐車場整備事業

■基幹事業（高次都市
施設）

複合施設（センター施
設部分）建設

京成佐倉駅

JR佐倉駅

■基幹事業（公園）

佐倉城址公園拡張
整備事業

□提案事業（地域創造
支援事業）

複合施設（図書館部
分）建設


